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鳥インフルエンザについて 
をした場合など、まれにヒトに感染する

ことがあります。 

本年（2013年）3月以降の中国及び

台湾における鳥インフルエンザＡ（Ｈ７

Ｎ９）に感染した患者の発生〔2013年8

月11日付WHO公表：感染患者135人

（うち44人死亡）〕や、2003年以降には

東南アジアを中心に多数の鳥インフル

エンザＡ（Ｈ５Ｎ１）の確定症例（図１）が

報告されています。 

ヒトが鳥インフルエンザウイルスに感

染した場合の症状は、原因となったウイ

ルス株により違いがみられますが、一般

的には高熱、咳などの呼吸器症状の

他、全身倦怠感などの全身症状を伴

います。また、重症の肺炎や急性呼吸

窮迫症候群などにより、死に至る場合も

あります。 
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鳥インフルエンザとは？ 

鳥類に対して感染性を示すＡ型イン

フルエンザウイルスによる感染をいい、

自然界ではカモ、アヒル等の水鳥を中

心に多くの鳥類がこのウイルスを保有し

ています。 

2006年には我が国の養鶏場におい

て、家きんへの高病原性鳥インフルエ

ンザＡ（Ｈ５Ｎ１）の発生が数例あり、本

病のまん延防止のため鶏舎の消毒、飼

養鶏全羽の殺処分等がなされました。 

なお、鳥インフルエンザウイルスがヒ

トやその他の動物に感染した場合で

も、鳥インフルエンザという感染症名を

使用します。  

ヒトへの感染 

通常、ヒトに感染することはありませ

んが、感染した鳥に触れる等濃厚接触
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鳥インフルエンザと新型インフルエンザ  

「鳥インフルエンザ」＝「新型インフルエ

ンザ」ではありません。 

先に述べましたように、鳥インフルエン

ザは一般的に鳥類が感染する病気で、ま

れにヒトが感染することがありますが、その

ヒトから別のヒトに感染することは、通常あ

りません。しかし、ウイルスが遺伝子変異

を起こし、ヒトからヒトへ感染する能力を獲

得し、持続的にヒト－ヒト感染を引き起こ

すようになった場合は、新型インフルエン

ザと呼ばれます。 

新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽになる仕組み 

鳥インフルエンザウイルスが新型インフ

ルエンザウイルスになる仕組みは２つある

といわれています。 

１つめは、鳥インフルエンザウイルスがヒ

トや鳥類の体内で変異し、ヒト－ヒト感染

を引き起こす新型インフルエンザウイルス

になる場合で、２つめは、ヒトや豚にヒトイ

ンフルエンザウイルスと鳥インフルエンザ

ウイルスが同時感染し、それが混ざり合っ

てヒト－ヒト感染を起こす新型インフルエ

ンザウイルスになる場合です（図２）。 

新型インフルエンザは季節性インフル

エンザと抗原性が大きく異なるインフルエ

ンザであって、一般的にヒトが免疫を獲得

していないことから、急激なまん延により生

命、健康に重大な影響を与える恐れがあ

ると認められるものをいいます。 

2009年（平成21年）にメキシコや米国等

において確認され、我が国においても感染

患者が認められた、豚由来といわれる新し

いインフルエンザＡ（Ｈ１Ｎ１）について、同

年4月28日、感染症法に規定する新型イ

ンフルエンザと位置付けられました。 

この新型インフルエンザＡ（Ｈ１Ｎ１）は世

界的大流行（パンデミック）を引き起こし、

我が国においても、2009年8月～2010年3

月までに医療機関を受診した外来患者数

は約2,100万人と推定されています。 

なお、その後（2011年3月）、このインフ

ルエンザは新型インフルエンザの指定か

らはずれ、通常の季節性インフルエンザ

「インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）2009」として取り

扱われることになりました。  



なった場合の迅速な情報把握及び対応を

可能とするため、鳥インフルエンザＡ（Ｈ７

Ｎ９）を感染症法における指定感染症とす

る政令等が、本年4月26日に公布されまし

た。 

これにより、感染の疑いのある者に健康

診断を受けさせたり、感染者に対し、就業

制限や入院勧告・措置等の対応をとること

ができるようになりました。  

本年（2013年）3月以降、主に中国にお

いて感染者が多発した鳥インフルエンザ

Ａ（Ｈ７Ｎ９）について、現時点ではヒトから

ヒトへの持続的な感染は確認されていま

せんが、ウイルスがヒトへの適応性を高め

ており、パンデミックを起こす可能性が否

定できないと報告されています。 

こうした状況をふまえ、国内での患者発

生に備え、医療や検疫体制の整備を行

い、ヒトからヒトへ持続的に感染することに

鶏肉、鶏卵を 

食べることによる感染はあるの？ 

参照元：厚生労働省ホームページ、国立感染症研究所ホームページ 
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ヘマグルチニン(ＨＡ) 

インフルエンザウイルス 

鳥インフルエンザＡ（Ｈ７Ｎ９）が指定感染症に 

１～３日ほどの潜伏期間ののち、突然の発

熱（通常38℃以上）、頭痛、全身倦怠感、

筋肉痛などが発現し、咳、鼻水などがこれ

に続き、約1週間で軽快するのが典型的な

インフルエンザのパターンで、「かぜ」に比

べて全身症状が強く出ます。特に高齢者

や慢性疾患を持つ患者、免疫機能の低下

した患者は、重症化したり呼吸器に二次的

な細菌感染を受けるなど、入院や死亡の

危険が増加しやすくなります。  

インフルエンザウイルスは大きくＡ型、Ｂ

型、Ｃ型の３つに分けられます。このうち、

流行の原因となるのは、Ａ型とＢ型です。 

Ａ型インフルエンザウイルスは、ウイル

ス表面に突き出た糖タンパク質〔ヘマグル

チニン（ＨＡ）とノイラミニダーゼ（ＮＡ）〕の

種類により、また、さらにＨＡの亜型16種

類、ＮＡの亜型９種類により分類されます。

このＨＡとＮＡの組み合わせと亜型の番

号により、Ｈ１Ｎ１、Ｈ２Ｎ２というようにウイル

スの型が決定されます。また、遺伝子は

RNAで8分節に分かれています（図３） 。 

 Ａ型またはＢ型インフルエンザウイルス

感染の臨床症状は、感染を受けてから  
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遺伝子

ノイラミニダーゼ(ＮＡ) 


